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「システムライブラリアンには、CIO(Chief Information Officer: 最高情報責任者)または




















































表 1 図書館情報技術論授業計画（2015年）14 





3 館内LANとインターネット 情報伝達の仕組み、構成要素（p11～19、76～81） 
4 コンピュータシステム管理 管理業務の内容(p20～25) 






























7 館内ネットワークの仕様書 仕様書の構成、見方、作り方（p38～43） 








12 ケースメソッド（1） チームに分かれて図書館システムを企画します。 
13 ケースメソッド（2） チームに分かれて図書館システムを企画します。 
14 ケースメソッド（3） チームに分かれて図書館システムを企画します。 
15 ケースメソッド（4） 発表会とまとめ 
上田女子短期大学紀要第三十九号 2016 
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6．参与観察による調査 
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呼んでいる。そして「ケース・スタディ」のより具体的な教育方法を「ケース・メソッド」
と称している。拙稿においてもこの定義を踏襲している。 
17 このケースでは下記の図書館事例を参考にしたが、あくまでも架空の地域、図書館として
設定している。 
大塚敏高. コンピュータを使わなくても可能な小自治体でのシステム化―神奈川県寒川
町の事例. みんなの図書館．No.169(1991.06)pp2-9 
